移動に介助を要する認知機能障害を 認めない患者の転倒や躓きの経験とその状況 by 宇城 令 et al.
































A stumble and fall report for cognitively unscathed patients 
who require assistance with movement
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性が考えられた．
　以上，患者からの転倒や躓いた時の状況に関する自由
記述より，病院は，様々な身体症状を抱えている患者に
対して，適切にADLの維持や拡大を保証していくため，
生活動作や行動をサポートする病院の構造や療養環境は
どうあるべきか考えていくことが重要である．特に，療
養環境では，ベッド等からの立ち上がりをサポートする
補助具の設置，目的地までの往復路をサポートする手す
りの設置，夜間のフットライトの整備等，速やかに着手
できるところから始め，改善していくことが重要と考え
られた．
3．本研究の限界及び課題
　本研究は，複数年にわたり調査した自由記述をまとめ
たものである．しかし，1施設での調査であり，その結
果については限定的と言わざるを得ない．また，転倒し
たことと躓いたことを同時に質問しているため，あいま
いさが残った．今後は，複数施設での調査やより項目の
検討が必要と考えられた．
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